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1.  平成23年3月期第2四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 23,912 11.0 467 ― 306 ― 398 ―

22年3月期第2四半期 21,548 △28.6 △1,869 ― △1,946 ― △2,142 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 5.38 ―

22年3月期第2四半期 △28.87 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 57,368 19,010 30.8 238.01
22年3月期 61,183 18,967 28.7 236.77

（参考） 自己資本   23年3月期第2四半期  17,659百万円 22年3月期  17,567百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00

23年3月期 ― 0.00

23年3月期 
（予想）

― 0.00 0.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  有  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 53,000 1.1 1,200 ― 850 ― 600 ― 8.09



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  
（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期財務諸表に
対する四半期レビュー手続を実施中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 業績予想につきましては発表日現在のデーターに基づき作成したものであり、様々な不確定要素が内在しておりますので、実際の業績はこれらの予想
数値と異なる場合があります。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.２「その他の情報」をご覧ください。）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q  78,219,507株 22年3月期  78,219,507株

② 期末自己株式数 23年3月期2Q  4,025,762株 22年3月期  4,021,784株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q  74,195,734株 22年3月期2Q  74,205,058株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

   当第２四半期連結累計期間のわが国経済は、企業収益や設備投資に明るさが見えるものの、公共投資は、依然、低

調に推移しているうえ、最近の円高傾向、株価の変動や海外経済の減速懸念等により、景気の先行きが不透明な状

況にあります。 

   このような状況の下で、当社グループは現状の経済環境の中でも利益を出せる体制作りのため、総経費削減、人員

体制の見直し等に取り組んでまいりました。 

   これらの結果、売上高は23,912百万円（前年同期は21,548百万円で11.0%の増加）、営業利益467百万円（前年同期

は営業損失1,869百万円で2,337百万円の改善）、経常利益306百万円（前年同期は経常損失1,946百万円で2,252百万

円の改善）となりました。当四半期純利益は、特別利益に固定資産売却益501百万円等を計上し、特別損失に投資有

価証券評価損213百万円、固定資産除売却損59百万円及び資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額45百万円等を計

上した結果、398百万円（前年同期は四半期純損失2,142百万円で2,541百万円の改善）となりました。 

   なお、当社グループの売上・利益は期末に集中する季節的傾向があり、各四半期の売上高及び利益は通期実績の水

準に比べ乖離が大きくなっております。 

   

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

当第２四半期における総資産は57,368百万円となり、前連結会計年度末と比べ3,815百万円の減少となりました。

その主な要因は、資産の部では売掛金・受取手形の減少3,589百万円及び投資有価証券の減少358百万円でありま

す。負債の部では買掛金・支払手形の減少4,112百万円であります。純資産の部は前連結会計年度末とほぼ同額の

19,010百万円となりました。 

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

平成23年３月期の第２四半期累計期間及び通期（連結・個別）の業績予想を修正しております。詳細は第２四半

期累計期間については平成22年11月１日付けで、また通期については本日付けで別途開示いたしました「業績予想

の修正に関するお知らせ」をご参照下さい。 

  

  

（１）重要な子会社の異動の概要  

 該当事項はない。  

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

  ① 簡便な会計処理 

  （棚卸資産の評価方法） 

 当第２四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前連結会計年度末の実地棚卸高

を基礎として合理的な方法により算定する方法によっている。 

 また、棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積り、

簿価切下げを行う方法によっている。 

  

② 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 

  （税金費用の計算）  

 税金費用については、原則として、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税金等調整前当期純利益

に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税金等調整前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じ

て計算している。なお、法人税等調整額は法人税等に含めて表示している。 

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

「持分法に関する会計基準」及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適用 

 第１四半期連結会計期間より、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号 平成20年３月10日公表

分）及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」（実務対応報告第24号 平成20年３月10日）

を適用している。 

  これによる、損益に与える影響はない。 

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報

２．その他の情報



  

「資産除去債務に関する会計基準」等の適用 

 第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31

日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を

適用している。 

 これにより、当第２四半期連結累計期間の営業利益及び経常利益は、それぞれ２百万円、税金等調整前四半期

純利益は47百万円減少している。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は53百万円であ

り、セグメント情報に与える影響は軽微である。 

  

「企業結合に関する会計基準」等の適用 

 第１四半期連結会計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成20年12月26日）、

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）、「『研究開発費等に係る会計

基準』の一部改正」（企業会計基準第23号 平成20年12月26日）、「事業分離等に関する会計基準」（企業会計

基準第７号 平成20年12月26日）、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号 平成20年12月26日）及

び「企業結合会計基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号 平成20年12

月26日）を適用している。 

  

  

  



３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 11,818 12,020

受取手形及び売掛金 10,944 14,533

商品及び製品 5,536 5,104

仕掛品 1,899 1,676

原材料及び貯蔵品 3,334 3,172

その他 1,981 1,823

貸倒引当金 △104 △116

流動資産合計 35,409 38,215

固定資産   

有形固定資産   

土地 10,605 10,615

その他（純額） 7,242 7,538

有形固定資産合計 17,847 18,153

無形固定資産 625 721

投資その他の資産 3,484 4,092

固定資産合計 21,958 22,967

資産合計 57,368 61,183

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 8,563 12,675

短期借入金 1,461 1,868

未払法人税等 188 133

引当金 374 204

その他 3,743 3,266

流動負債合計 14,331 18,149

固定負債   

長期借入金 7,920 8,030

退職給付引当金 10,601 10,394

その他の引当金 237 243

負ののれん 235 315

資産除去債務 67 －

その他 4,964 5,084

固定負債合計 24,026 24,067

負債合計 38,357 42,216



（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 8,640 8,640

資本剰余金 6,174 6,174

利益剰余金 2,267 1,868

自己株式 △939 △938

株主資本合計 16,143 15,745

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 259 360

土地再評価差額金 2,593 2,593

為替換算調整勘定 △1,338 △1,132

評価・換算差額等合計 1,515 1,821

少数株主持分 1,351 1,399

純資産合計 19,010 18,967

負債純資産合計 57,368 61,183



（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 21,548 23,912

売上原価 16,330 16,788

売上総利益 5,217 7,123

販売費及び一般管理費 7,087 6,656

営業利益又は営業損失（△） △1,869 467

営業外収益   

受取利息 10 8

受取配当金 39 39

負ののれん償却額 106 103

その他 91 101

営業外収益合計 247 254

営業外費用   

支払利息 107 148

持分法による投資損失 8 3

退職給付会計基準変更時差異の処理額 156 156

その他 52 107

営業外費用合計 324 415

経常利益又は経常損失（△） △1,946 306

特別利益   

固定資産売却益 328 501

その他 9 14

特別利益合計 337 516

特別損失   

固定資産除売却損 32 59

訴訟関連損失 214 －

訴訟和解金 639 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 45

投資有価証券評価損 － 213

その他 103 4

特別損失合計 990 321

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△2,599 500

法人税等 △430 85

少数株主損益調整前四半期純利益 － 414

少数株主利益又は少数株主損失（△） △26 16

四半期純利益又は四半期純損失（△） △2,142 398



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

△2,599 500

減価償却費 923 892

負ののれん償却額 △106 △103

貸倒引当金の増減額（△は減少） 2 △7

受取利息及び受取配当金 △49 △48

支払利息 113 152

為替差損益（△は益） 9 23

持分法による投資損益（△は益） 8 3

有形固定資産除売却損益（△は益） △296 △441

投資有価証券評価損益（△は益） － 213

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 45

訴訟和解金 639 －

売上債権の増減額（△は増加） 5,823 3,562

たな卸資産の増減額（△は増加） 464 △877

仕入債務の増減額（△は減少） △5,899 △4,091

その他 232 741

小計 △734 562

利息及び配当金の受取額 58 52

利息の支払額 △69 △161

法人税等の支払額 △99 △115

営業活動によるキャッシュ・フロー △844 339

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △378 △549

有形固定資産の売却による収入 2,104 566

投資有価証券の取得による支出 △4 △23

貸付けによる支出 △23 △9

貸付金の回収による収入 17 16

その他 △19 151

投資活動によるキャッシュ・フロー 1,696 151

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入れによる収入 2,420 1,981

短期借入金の返済による支出 △4,278 △2,384

長期借入金の返済による支出 △31 △115

自己株式の取得による支出 △1 △0

少数株主への配当金の支払額 △3 －

その他 △84 △50

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,978 △568

現金及び現金同等物に係る換算差額 86 △74

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,039 △152

現金及び現金同等物の期首残高 10,122 11,168

現金及び現金同等物の四半期末残高 9,082 11,016



 該当事項はない。   

  

   【事業の種類別セグメント情報】   

          前第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

 （注）１．事業区分の方法    製品の種類別区分による。 

２．各事業区分の主要製品 照明部門……………照明用高輝度放電灯、安定器、施設用照明器具・装置、白熱

灯、その他一般照明 

光応用部門…………情報機器（道路情報装置、IT、電子部品等）、特殊用途用光

源・器具（映像用光源、水質浄化、殺菌、改質硬化、医療

他）、電子線照射装置（改質、滅菌他） 

その他部門…………電機設備サービス、当社グループ向け代理業務サービス 

  

   【所在地別セグメント情報】   

前第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

 （注）１．国又は地域の区分は、地理的近接度によっている。 

２．本邦以外の区分に属する主な国又は地域 

(1）北米……………アメリカ 

(2）アジア…………中国、シンガポール 

(3）ヨーロッパ……イギリス 

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  
照明部門 
（百万円） 

光応用部門
（百万円） 

その他部門
（百万円） 

計
（百万円） 

消去又は全社
（百万円） 

連結
（百万円）

売上高             

(1） 外部顧客に対する売上高  13,848 7,570 129  21,548  － 21,548

(2） 
セグメント間の内部売上

高又は振替高 
 － － －  －  － －

計  13,848 7,570 129  21,548  － 21,548

 営業利益 (△は営業損失)  △594 △255 △61  △911  △957 △1,869

  
日本 

（百万円） 
北米

（百万円）
アジア

（百万円）
ヨーロッパ
（百万円）

計
（百万円） 

消去又は 
全社 

（百万円） 

連結
（百万円）

売上高               

(1） 外部顧客に対する売上高  19,477 1,688 317 63  21,548  － 21,548

(2） 
セグメント間の内部売上

高又は振替高 
 463 14 165 －  644  △644 －

  計  19,941 1,703 483 63  22,192  △644 21,548

営業利益 (△は営業損失)  △843 △3 15 4  △826  △1,043 △1,869



   【海外売上高】 

前第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

 （注）１．国又は地域の区分は、地理的近接度によっている。 

２．本邦以外の区分に属する主な国又は地域 

(1）北米………………アメリカ 

(2）アジア……………中国、シンガポール、台湾、韓国 

(3）ヨーロッパ………イギリス 

(4）その他の地域……オーストラリア 

３．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高である。 

  

   【セグメント情報】 

１．報告セグメントの概要  

  当社の報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締

 役会が経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであ

 る。 

  当社グループは、照明ランプ等の各種光源及び照明機器の製造販売事業である「照明」、光応用機器等

 の製造販売事業である「光応用」の２つを報告セグメントとしている。 

  

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報  

当第２四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年９月30日）  

（単位：百万円）

 （注）１．セグメント利益の調整額△838百万円は、セグメント間利益の調整額△８百万円、報告セグメントに配分し

ない全社費用846百万円等である。 

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っている。 

  

 （追加情報） 

 第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21年３

月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成20年３

月21日）を適用している。  

  

 該当事項はない。  

   

    北米 アジア ヨーロッパ その他の地域 計

Ⅰ 海外売上高（百万円）  1,748  2,619  194  182  4,744

Ⅱ 連結売上高（百万円）          21,548

Ⅲ 
連結売上高に占める海外売

上高の割合（％） 
 8.1  12.2  0.9  0.8  22.0

  

報告セグメント 
調整額 
(注１）  

四半期連結
損益計算書
計上額 
(注２） 照明 光応用 計 

売上高           

  外部顧客への売上高 14,403 9,508  23,912  － 23,912

  セグメント間の内部売上高又は振替高 0 －  0  △0 －

計 14,404 9,508  23,912  △0  23,912

 セグメント利益 162 1,143  1,306  △838 467

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記



海外売上高 

当第２四半期連結累計期間の海外売上高は、次のとおりである。 

当連結会計年度（自 平成22年４月１日 至 平成22年９月30日） 

  

４．補足情報

  北米 アジア ヨーロッパ その他の地域 計

Ⅰ 海外売上高（百万円）  2,225  3,668  167  224  6,286

Ⅱ 連結売上高（百万円）          23,912

Ⅲ 連結売上高に占める海外売

上高の割合（％） 
 9.3  15.3  0.7  0.9  26.3
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